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＜利用者様情報＞

・古川　ヨリ様～本日の検尿検査にて尿糖３＋、体重65.4ｋｇ　運動について、歩行運動を

　　　　　　　　これから行っていくことを話している。本日行った採血の結果については、

　　　　　　　　次回、説明することとしている。咽頭痛の訴えにて、オラドールトローチを

　　　　　　　　処方している。うがいの励行について、指導している。

・赤坂　順市様～本日の体重106ｋｇ　空腹時血糖値152→133 ＨｂＡ1C　8.9→8.3　と

                改善傾向にあり。現在の食生活を続けていくようにし、肉類中心から魚中心

　　　　　　　　にするよう外来担当医より、アドバイスしている。

・宮　陽子様～　前回の血液検査の結果、尿酸値がやや高めなことを説明している。食生活に

　　　　　　　　ついて、肉類中心から魚中心にするよう外来担当医より、アドバイスしている。

・松永　勘五郎様～うみねこ幸房は連休中、休みである事話しており、昼食は弁当にするとの事。

　　　　　　　　　本日の体重53.6ｋｇ（前回4/11　55.6ｋｇ）めまいや立ちくらみ等はないと

　　　　　　　　　話している。

＜外来情報＞

・三浦　敬一～　新患、40歳、うつ病。岩手県立久慈病院精神科からの診療情報提供書持参。　

　　　　　　　Ｈ16年より仕事のストレスから抑うつ気分、不眠、活動意欲の低下あり。当時在住していた群馬県内の病院でうつ病と診断され、通院、服薬を続けていた。その後、横浜市、野田村へと転居。野田村からは、岩手県立久慈病院精神科への通院をしていた。
仕事の都合上、平日休みがとれないため、土曜日も外来診察している当院への転医を
希望し、受診。　ＳＤＳ検査施行、５４点。　抗うつ薬・眠剤が処方となる。

・長代　由美子様～新患、4３歳、うつ病。岩手県立久慈病院精神科からの診療情報提供書持参
不眠、意欲低下、抑うつ気分にてＨ18年７月岩手県立久慈病院精神科初診。
夫からの暴力を避けるために、盛岡で一時保護になっていたが、実家で静養する
ことになり、当院への通院希望あり、受診。受診時、離婚調停中の夫が昨日、亡くなっているのを発見された。急性心不全で病死だった事話し、涙ぐんでいる。久慈病院からの薬を飲んでも、気持ちが落ち着かない、不安で不安でしょうがないと訴えている。ＳＤＳ検査施行、７２点。抗うつ薬・抗不安薬・眠剤が処方となる。
・岡崎　有美～　新患、4３歳、うつ病。岩手県立久慈病院精神科からの診療情報提供書持参。
不眠、意欲低下、抑うつ気分にてＨ18年７月岩手県立久慈病院精神科初診。
夫からの暴力を避けるために、盛岡で一時保護になっていたが、実家で静養する
ことになり、当院への通院希望あり、受診。受診時、離婚調停中の夫が昨日、亡くなっているのを発見された。急性心不全で病死だった事話し、涙ぐんでいる。久慈病院からの薬を飲んでも、気持ちが落ち着かない、不安で不安でしょうがないと訴えている。ＳＤＳ検査施行、７２点。抗うつ薬・抗不安薬・眠剤が処方となる。

・浅水　洋様～　適応障害、アルコール依存症。定期受診せず、薬もなく、イライラしている様子あり、病院受診を勧めるが、応じないとお母様が来院。服薬について、大量服薬しないように注意するよう説明。首の傷については、本人がカットバンをはっているとの事。

・野月　利章様～適応障害・軽度知的障害。八戸市立市民病院・救命救急センタ－から電話があり。
薬を沢山飲んだようで怪我をして搬送されたとの事で情報提供書の依頼がある。
薬を沢山飲んだようで怪我をして搬送されたとの事で情報提供書の依頼がある。
安ヶ平先生報告し、作成してFAX・郵送している。又、同院に入院することになるが、
退院時は当院に情報提供するとの事。

・笹渡　裕通様～アルコ－ル依存症。53歳。平成21年4月28日治療中断し、退院となっていた
妻から病棟スタッフと話がしたいとの事で病棟スタッフが対応。退院した日から昼夜関係なく飲酒している。飲酒した状態で運転しようとするので鍵を隠しているが、家の中を探してグチャグチャにしていたり、妻の会社に何度も電話を掛けてくる事があり困っている。入院させたいとの相談。本人には断酒意志はないようだとの事。本人の断酒意志がなければ治療に結びつかないこと・受診時は飲酒して来ないことを説明。又、対応困難な時は警察や保健所に相談してみる事を説明したとの情報がある。









